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長　谷久　安
谷　口　保　田

完　典　　純

治　子重生

昭
和
五
十
五
年
度
国
文
学
科
講
義
題
目

国
語
学
概
論
A

国
語
学
概
論
B

国
語
史
･
国
語
学
史
要
説

国
語
法
概
論

国
語
表
現
論

国
文
学
入
門
A

国
文
学
入
門
B

国
文
学
概
論
A

国
文
学
概
論
B

国
文
学
史
概
説
I
A

国
文
学
史
概
説
I
B

国
文
学
史
概
説
Ⅱ
A

国
文
学
史
概
説
Ⅱ
B

基
礎
講
読

万
葉
築

堤
中
納
言
物
語

き
ん
せ
う
太
夫
他

御
伽
草
子

国
文
講
読

万
葉
集

鈴

木

一

男

杉
藤
美
代
子

鈴

木

一

男

泉

　

　

基

博

杉
藤
美
代
子

木
村
三
四
書

杉
藤
美
代
子

嘉
部
　
嘉
隆

久

保

　

　

重

安
田
　
純
生

谷
垣
伊
太
雄

木
村
三
四
吾

嘉
部
　
嘉
隆

北
村
　
英
子

多
屋
　
久
栄

大
橋
　
正
叔

谷
垣
伊
太
雄

安
田
　
純
生

古
事
記

枕
冊
子
Ⅱ

源
氏
物
語
･
末
摘
花

平
安
朝
の
女
流
歌
人

軍
記
物
語

近
世
の
和
歌

好
色
一
代
男
Ⅲ

浄
瑠
璃

樋
口
一
葉

夏
目
滑
石

特
殊
講
義

日
本
霊
異
記

古
代
和
歌
の
諸
問
題

文
芸
思
潮
の
展
開
(
中
吉
)

中
世
文
学
の
諸
問
題

能
･
狂
言

忠
臣
水
深
伝
と
水
餅
伝

海
音
浄
瑠
璃
の
諸
問
題

有
島
武
郎
の
文
芸

大
衆
文
学
論

中
古
和
文
の
諸
問
題

日
本
語
の
特
質

基
礎
演
習
Ⅰ

丸
山
　
顕
徳

北
村
　
英
子

谷
口
　
典
子

山
根
　
貿
吉

谷
垣
伊
太
雄

長
谷
　
完
治

木
村
三
四
吾

横

山

　

　

正

山
根
　
賢
吉

川
口
　
　
朗

寺
川
真
知
夫

安
田
　
純
生

原
田
　
芳
起

谷
垣
伊
太
雄

木

村

　

　

要

小
林
　
祥
浩

横

山

　

　

正

福

本

　

　

彰

嘉
部
　
義
隆

山
口
　
亮
二

金
田
1
春
彦

掠
氏
物
語
-
明
石

源
氏
物
語
-
胡
蝶

源
氏
物
語
-
須
磨

源
氏
物
語
1
橋
姫

源
氏
物
語
-
浮
舟

源
氏
物
語
-
夕
顔

源
氏
物
語
-
莱

基
礎
演
習
Ⅲ

中
古
文
学
･
和
歌
文
学

中
古
の
文
学
Ⅰ

平
安
朝
女
流
文
学
Ⅰ

平
安
朝
女
流
文
学
Ⅱ

中
世
文
学
Ⅰ

近
世
文
学
Ⅰ

近
代
･
現
代
文
学
Ⅰ

近
代
･
現
代
文
学
Ⅱ

国
語
学
Ⅰ

日
本
語
音
声
学
Ⅰ

演
習
Ⅱ

古
今
和
歌
集

和
泉
式
部
日
記

鯖
輪
日
記

小
倉
百
人
一
首

安
田
　
純
生

原
田
　
芳
起

久

保

　

　

重

久

保

　

　

重

谷
垣
伊
太
雄

木
村
三
四
吾

嘉
部
　
義
隆

嘉
部
　
霜
降

鈴
木
一
男

杉
藤
美
代
子
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木　山　崎原原

一兆　　利　利

男　子　豊　国　国
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南
北
朝
親
日
記
文
学

中
世
説
話
文
学

お
く
の
は
そ
道
Ⅱ

近
世
の
俳
文

明
星
派
の
詩
歌

近
代
の
名
作

国
語
学
の
諸
問
題

音
声
学
入
門

演
習
Ⅲ

中
世
文
学
Ⅲ

文
学
者
と
な
る
法

児
童
文
学

演
習
Ⅳ

苗
代
文
学
の
周
辺

中
古
の
文
学
Ⅱ

平
安
朝
女
流
文
学
Ⅲ

中
世
文
学
Ⅱ

近
世
文
学
Ⅱ

近
代
･
現
代
文
学
Ⅲ

国
語
学
Ⅱ

日
本
語
音
声
学
Ⅱ

話
し
こ
と
ば

有
職
故
実

谷
垣
伊
太
雄

泉
　
　
基
噂

木
村
三
四
書

大
橋
　
正
叔

山
根
　
貿
吉

嘉
部
　
嘉
隆

鈴
木
一
男

杉
藤
美
代
子

漢
文
学
･
漠
文
学
史

東
洋
思
想
史

書
道

児
童
文
学

国
語
科
教
育
法

J

■

■

■

■

■

'

_

_

_

_

_

_

_

_

_

I

 

r

I

I

_

_

■

■

■

■

†

■

I

 

t

J

 

t

_

I

■

■

J

'

I

 

I

_

I

_

j

I

J

_

_

■

■

■

■

●

f

 

e

_

●

_

I

_

_

l

l

_

_

■
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谷
垣
伊
太
雄

嘉
部
　
嘉
陸

畠
山
　
兆
子

安
田
　
純
生

原
田
　
芳
起

久

保

　

　

重

谷
垣
伊
太
雄

木
村
三
四
吾

嘉
部
　
嘉
隆

鈴
木
　
1
男

杉
藤
美
代
子

山
上
-
チ
子

清
田
　
倫
子

受

　

贈

　

図

　

書

(
昭
和
5
4
･
1
月
～
5
4
･
1
 
2
月
)

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
2
･
3
号

国
語
国
文
学
報
3
4
･
3
 
5
集
　
　
愛
知
教
育
大
学

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
2
7
号

国
文
学
科
報
7
･
8
号
　
跡
見
学
園
女
子
大
学

青

山

語

文

9

号

　

　

　

　

　

　

　

青

山

学

院

大

学

跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
1
 
5
号

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
2
7
号

日
本
文
学
研
究
1
4
号
　
梅
光
女
学
院
短
期
大
学

文
芸
論
叢
1
 
5
号
　
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部

別
府
大
学
国
語
国
文
学
2
0
･
2
 
1
号

仏
教
大
学
研
究
紀
要
6
3
号

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
1
 
5
号

中
央
大
学
国
文
2
2
号

紀
要
(
文
学
科
)
　
4
3
号

文
学
研
究
稿
1
巻
1
号

同
朋
国
文
1
 
2
号

日
本
文
学
研
究
1
 
8
号

同
志
社
国
文
学
1
 
4
号

人
文
学
捌
号

文
化
学
年
報
2
8
号

研
究
会
報
1
0
号

中
央
大
学

中
央
大
学

同
朋
大
学
国
文
学
会

大
東
文
化
大
学

同
志
社
大
学

同
志
社
大
学

同
志
社
大
学
院
生
部
会

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
2
 
4
･
2
 
5
号

文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル
,
 
-
9
2
号

玉
藻
5
1
号

香
椎
潟
2
5
号

文
芸
と
思
想
4
3
号

国
語
国
文
学
会
誌
2
2
号

国
語
国
文
学
論
集
8
号

義
仲
寺
1
1
6
-
1
-
5
号

国
語
国
文
学
誌
8
号

国
語
国
文
研
究
6
 
1
号

富
士
短
期
大
学

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

福
岡
女
子
大
学

福
岡
女
子
大
学

学
習
院
大
学

学
習
院
女
子
短
大

義
仲
寺
史
贋
保
存
会

広
島
女
学
院
大
学

北
海
道
大
学

国
文
学
致
7
 
9
-
8
 
3
号

実
践
国
文
学
1
 
5
･
1
 
6
号

上
智
大
学
国
文
学
論
集
1
 
2
号

広
島
大
学

実
践
国
文
学
会

人
文
学
論
集
1
 
2
号

仏
教
大
学
図
書
館

紀
要
9
号

上
戸
学
園
女
子
短
期
大
学
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香
川
大
学
国
文
研
究
4
号

国
文
学
研
究
資
料
館
報
1
 
2
号

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
5
号

活
水
日
文
2
巻

古
典
と
民
俗
8
･
9
号
　
別
巻
1
号

古
典
と
民
俗
の
会

国
学
院
大
学
紀
要
1
 
7
号

国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
紀
要
S
3
号

駒
沢
国
文
1
 
6
号

国
立
国
語
研
究
所
年
報
2
 
9
号

高
知
大
国
文
9
号

高
知
女
子
大
国
文
1
 
5
号

共
立
女
子
大
紀
要
9
号

甲
南
国
文
2
6
号

甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
3
3
号

国
文
学
5
5
･
5
6
号

語
学
･
文
学
研
究
9
号

文
学
研
究
科
論
集
6
号

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
1
0
･
1
 
1
号

野
州
国
文
学
2
3
号

金
城
国
文
5
5
号

高
知
女
子
大

関
西
大
学

金
沢
大
学

国
学
院
大
学

神
戸
大
学

国
学
院
栃
木
短
大

金
城
学
院
大
学

金
城
学
院
大
学
論
集
　
国
文
学
編
2
 
1
号

国
文
神
戸
3
号

国
語
国
文
学
研
究
1
 
4
号

神
戸
大
学

熊
本
大
学

国
語
研
究
4
2
号

語
文
研
究
4
 
6
･
4
 
7
号

国
学
院
雑
誌
7
 
9
巻
1
 
2
号
～
8
0
巻
1
 
1
号

国
学
院
大
学

九
州
大
学

女
子
大
国
文
8
4
･
8
5
号

国
士
館
短
期
大
学
紀
要
4
号

芸
文
研
究
3
3
号

文
芸
研
究
4
0
･
4
 
1
号

明
治
大
学
日
本
文
学
9
号

日
本
文
学
1
 
4
号

武
庫
川
国
文
1
 
6
号

文
芸
研
究
鮒
～
9
2
号

叙
説
2
･
3
号

南
山
国
文
論
集
3
号

新
潟
大
学
国
文
学
会
誌
2
2
号

国
文
目
白
1
 
8
号

語
文
4
7
･
4
8
号

日
本
文
体
論
研
究
2
 
5
･
2
6
号

国
語
国
文
学
4
4
･
4
5
号

並
木
の
里
1
7
･
1
8
号

国
文
　
研
究
と
教
育
3
号

京
都
女
子
大
学

慶
応
義
塾
大
学

明
治
大
学

国
文
論
稿
7
号

語
文
3
5
号

大
谷
女
子
大
学
紀
要
9
号

女
子
大
文
学
3
0
号

文
学
史
研
究
1
 
9
号

人
文
研
究
3
0
巻

学
大
国
文
2
2
号

国
語
と
教
育
8
号

､
:
g
文
5
 
1
号

岡
山
大
学

大
阪
大
学

大
阪
女
子
大
学

大
阪
市
立
大
学

大
阪
市
立
大
学

大
阪
教
育
大
学

大
阪
教
育
大
学

お
茶
の
水
女
子
大
学

宮
城
学
院
女
子
大
学

日
本
文
芸
研
究
会

奈
良
女
子
大
学

日
本
女
子
大
学

日
本
大
学

日
本
文
体
論
協
会

名
古
屋
大
学

金
子
正
真

奈
良
教
育
大
学

大
安
国
文
1
 
0
号

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
1
 
1
号

立
教
大
学
日
本
文
学
4
 
1
･
4
2
号

論
究
日
本
文
学
胡
号

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
2
3
号

国
文
白
百
合
1
 
0
号

学
苑
4
-
9
-
硯
号

成
瑛
国
文
1
 
2
号

成
棋
大
学
文
学
部
紀
要
は
号

静
岡
女
子
大
学
国
文
学
研
究
1
 
2
号

滋
賀
大
国
文
1
6
･
1
7
号

成
城
文
芸
8
8
-
9
1
号

成
城
国
文
学
論
集
u
号

成
城
国
文
3
号

島
大
国
文
8
号

親
和
国
文
1
 
3
号

立
命
館
大
学

昭
和
女
子
大
学
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文
林
は
号

佐
賀
大
国
文
7
号

松
蔭
女
子
学
院
大
学

福
山
国
文
学
3
号

専
修
国
文
2
4
･
2
 
5
号

札
幌
大
学
･
札
幌
女
子
短
大
紀
要
誓
号

研
究
年
報
2
6
号

音
須
我
波
良
1
8
･
1
9
号

文
芸
言
語
研
究
言
語
篇
3
号

文
芸
言
語
研
究
文
芸
篇
3
号

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
5
 
1

短
期
大
学
紀
要
1
 
0
号

大
阪
帝
塚
山
学
院

帝
塚
山
短
期
大
学

筑
波
大
学

筑
波
大
学

･
5
2
号

東
洋
大
学
短
期
大
学

人
文
学
部
紀
要
2
号

和
洋
国
文
研
究
1
 
4
号

国
文
学
研
究
6
 
7
-
6
9
号

学
術
研
究
2
7
号

日
本
文
芸
論
集
6
号

与
謝
野
晶
子
研
究
3
0
-
習
号

富
山
大
学

早
稲
田
大
学

早
稲
田
大
学

山
梨
英
和
短
期
大
学

入
江
春
行

学
　
報
(
昭
和
5
4
年
9
月
～
5
 
5
年
8
月
)

行

　

　

事

り
子
･
宮
本
節
子
･
綿
谷
知
子
･
近

藤
有
紀
子
･
和
田
る
り
子
･
林
好
美
･

浅
見
節
子
･
安
田
友
紀
子
(
三
回
生
)

｢
大
鏡
の
人
物
裏
面
観
-
道
長
と
隆

家
-
｣
黒
葛
良
子
(
昭
和
5
3
年
度
卒

業
生
)
.

〇
講
演
｢
高
松
塚
古
墳
･
太
安
万
呂
の

墓
発
見
経
緯
｣
伊
達
宗
泰
氏
(
花
園

大
学
教
授
)

○
懇
親
会
国
文
学
第
二
研
究
室
に
て

山
の
辺
の
道
2
3
号

国
文
橘
6
号

人
文
科
学
紀
要
野
口
号

人
文
学
報
描
号

国
文
学
論
考
1
 
5
号

東
海
学
園
国
語
国
文
1
 
5
･
1
6
号

国
文
鶴
見
1
 
4
号

鶴
見
大
学
紀
要
1
 
6
号

記
要
1
 
6
月
,

天
理
大
学

京
都
橘
女
子
大
学

東
京
大
学

蔚
京
都
立
大
学

都
留
文
科
大
学

昭
和
5
4
年

9
月
l
日

1
 
O
月
ュ
 
0
日

1
0
月
1
3
日

1
1
月
1
1
日

鶴
見
女
子
大
学

帝
塚
山
短
期
大
学

日
本
文
学
研
究
哲
等
　
　
　
帝
塚
山
学
院
大
学

国

語

学

研

究

哲

守

　

　

　

　

　

　

東

北

大

学

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
1
 
4
･
1
 
5
号

国
語
国
文
学
会
『
会
員
名
籍
』
発
行

『
椅
蔭
国
文
学
』
第
1
7
号
発
行

第
2
1
回
　
国
語
国
文
学
会
評
議
員
会

国
語
国
文
学
会
総
会
･
懇
親
会

○
研
究
発
表

｢
和
歌
山
県
日
置
川
町
か
田
野
井
探

訪
″
-
昔
話
･
祭
礼
を
中
心
に
-
｣

池
田
伸
子
･
菅
淳
子
･
松
本
良
子
･

森
田
幸
子
･
山
脇
裕
子
･
和
田
容
子

(
三
回
生
)
　
｢
和
漢
朗
詠
集
の
国
語

学
的
研
究
｣
小
西
恵
以
子
･
熊
野
え

昭
和
5
5
年

1
月
2
6
日

3
月
2
0
日

4
月
1
 
2
日

7
月
1
日

卒
業
論
文
発
表
会
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス

昭
和
5
4
年
度
卒
業
式

(
樋
口
嘉
代
子
ほ
か
〓
二
名
卒
業
)

昭
和
5
 
5
年
度
入
学
式

｢
会
報
｣
第
2
 
4
号
発
行

昇

　

任

新

　

任

人

　

　

事助
教
授

副

　

　

手

研
究
室
員

退

　

職

安
田
　
純
生

黒
葛
　
良
子

吉
田
有
美
子

原
田
　
芳
起

遠
藤
　
真
澄
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編

　

韓

　

後

　

記

原
田
芳
起
教
授
は
､
本
年
三
月
満
七
十
四
歳
を

迎
え
ら
れ
'
三
月
来
日
を
以
て
定
年
退
職
さ
れ
た
｡

誠
に
お
名
残
-
惜
し
い
限
-
で
あ
る
｡
原
田
教
授

は
､
本
学
創
設
直
後
の
昭
和
二
十
七
年
よ
り
二
一

十
八
年
間
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
'
本
学
の
た
め
に

尽
力
き
れ
る
と
と
も
に
教
育
者
と
し
て
は
国
文
学

科
主
任
'
図
書
館
長
へ
.
学
長
を
歴
任
さ
れ
､
多

く
の
す
ぐ
れ
た
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
さ
れ
た
｡

一
方
'
学
者
と
し
て
の
教
授
は
本
誌
掲
載
の
著
作

目
録
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
『
平
安
朝
文
学
語
桑
の

研
究
』
を
は
じ
め
と
す
る
へ
多
く
の
充
実
し
た
研

究
成
果
を
世
に
問
わ
れ
た
｡
本
年
五
月
に
は
名
誉

教
授
の
称
号
を
受
け
ら
れ
'
ま
た
､
容
年
度
は
非

常
勤
講
師
と
し
て
御
出
講
い
た
だ
い
て
い
る
｡
微

意
な
が
ら
私
達
は
そ
の
学
恩
に
報
い
る
べ
く
'
本

誌
第
十
八
号
を
御
退
職
の
記
念
号
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
､
か
つ
'
教
授
の
御
論
考
を
以
て
巻
頭
を
飾

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
｡
教
授
は
'
本
年
も
｢
探
求

日
本
文
学
叩
舶
｣
を
御
上
梓
に
な
り
'
壮
者
を
し

の
ぐ
意
欲
を
以
て
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
｡

御
健
勝
と
､
相
変
ら
ず
の
御
活
躍
を
祈
る
や
切
で

あ

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

谷

垣

'

嘉

部

)

樟
蔭
国
文
学
　
　
第
十
八
号

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
日
発
行

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

編
集
者
　
国
語
国
文
学
会

(
代
表
者
　
素
敵
嘉
隆
)

印
刷
所
　
(
秩
)
明
新
社
大
阪
店

東
大
阪
市
菱
畠
田
丁
目
二
番
二
六
号

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
内

電
話
(
｡
六
)
七
二
三
人
六
一
i

発
行
所

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

国
語
国
　
文
　
学
　
会
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